
年
に
議
員
立
法
と
し
て
国
会
に
提
出
さ
れ
た
と
き

に
は
、
法
案
の
成
立
に
向
け
、
若
原
会
長
自
ら
が

参
考
人
陳
述
を
行
っ
て
い
る
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
企
業
を
結
ぶ

１
％
ク
ラ
ブ
の
活
動
の
第
三
は
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と

企
業
・
個
人
を
結
び
付
け
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
し
て
、
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
社
会
貢
献
活

動
を
推
進
す
る
こ
と
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
１
％

ク
ラ
ブ
の
最
も
基
本
に
あ
る
考
え
方
で
あ
り
、
す

べ
て
の
活
動
に
共
通
し
て
い
る
。
今
日
で
は
、
鳩

山
総
理
が
「
新
し
い
公
共
」
と
い
う
概
念
を
提
唱

し
、
市
民
社
会
活
動
の
重
要
性
が
改
め
て
認
識
さ

れ
て
い
る
が
、
１
％
ク
ラ
ブ
は
、
そ
の
先
駆
け

の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
と
言
え
る
。

マ
ル
チ
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

で
の
対
話

そ
し
て
、
本
年
三
月
、
日
本
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
、

国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
、
日
本
経
団
連
自
然

保
護
協
議
会
の
協
力
を
得
て
、「
企
業
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ

と
の
よ
り
よ
い
協
働
に
向
け
て
」
を
テ
ー
マ
に
掲

げ
、
１
％
ク
ラ
ブ
二
〇
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
今
後
の
１
％
ク
ラ
ブ

の
活
動
を
考
え
る
う
え
で
示
唆
に
富
む
意
見
を
い

た
だ
い
た
。
例
え
ば
、
こ
れ
ま
で
金
銭
寄
付
を
念

頭
に
お
い
て
「
経
常
利
益
や
可
処
分
所
得
の
一

％
」
と
し
て
い
た
基
準
に
加
え
、
他
の
指
標
を
検

討
す
る
こ
と
や
、
啓
発
活
動
に
と
ど
ま
ら
ず
各
社

が
そ
れ
ぞ
れ
に
取
り
組
ん
で
い
る
活
動
を
取
り
ま

と
め
、
１
％
ク
ラ
ブ
自
ら
が
よ
り
大
き
な
活
動

を
展
開
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
っ
た
意
見
、
ま
た

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
企
業
と
の
関
係
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、「
緊
張
感
の
あ
る
協
働
」
を
維
持
す
べ

き
で
あ
る
と
の
指
摘
、
さ
ら
に
は
生
物
多
様
性
・

地
域
活
性
化
な
ど
社
会
的
関
心
の
高
い
問
題
に
関

す
る
経
済
界
へ
の
期
待
や
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ

ス
や
Ｂ
Ｏ
Ｐ
ビ
ジ
ネ
ス
（
注
３
）を
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け

る
か
な
ど
、
幅
広
い
角
度
か
ら
数
々
の
貴
重
な
意

見
を
い
た
だ
い
た
。
企
業
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、

有
識
者
、
一
般
市
民
な
ど
の
関
係
者
が
一
堂
に
会

し
、
社
会
的
課
題
の
解
決
、
社
会
公
益
の
増
大
に

向
け
て
、
ど
の
よ
う
な
連
携
・
協
力
体
制
が
有
効

な
の
か
等
に
つ
い
て
、
お
互
い
の
顔
が
見
え
る
か

た
ち
で
対
話
を
行
う
こ
と
は
、
企
業
に
と
っ
て
も

有
意
義
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
た
。
私
自

身
も
、
１
％
ク
ラ
ブ
の
趣
旨
に
賛
同
し
個
人
会

員
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
経
営
者
の
立
場

を
離
れ
、
個
人
と
し
て
も
興
味
深
く
議
論
を
聴
く

こ
と
が
で
き
た
。

Ｃ
Ｓ
Ｒ
時
代
の
社
会
貢
献
活
動

近
年
に
お
い
て
は
、
企
業
の
社
会
貢
献
活
動
は

Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
一
環
と
し
て
推
進
さ
れ
て
い
る
。
現
代

の
社
会
的
課
題
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
広
が
り
を
持

つ
と
と
も
に
、
そ
の
解
決
に
は
幅
広
い
関
係
者
が

参
画
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
企
業
も

社
会
の
一
員
と
し
て
、
ま
た
市
民
一
人
ひ
と
り
も

問
題
意
識
を
持
ち
、
さ
ま
ざ
ま
な
セ
ク
タ
ー
と

対
話
を
重
ね
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
責
任
の

な
か
で
「
協
働
」
し
、
マ
ル
チ
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ

ー
で
課
題
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
が
不
可
欠
で
あ

る
。１

％
ク
ラ
ブ
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
二
〇
年
の

活
動
を
礎
と
し
、
二
〇
一
〇
年
代
と
い
う
新
た
な

一
〇
年
に
お
い
て
も
、
諸
先
輩
方
の
取
り
組
み
に

敬
意
を
表
し
つ
つ
、
社
会
か
ら
の
期
待
の
変
化
を

的
確
に
と
ら
え
た
活
動
の
展
開
に
向
け
努
力
し
て

い
く
所
存
で
あ
る
。
日
本
経
団
連
会
員
代
表
者
の

皆
様
に
も
、
１
％
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
積
極
的
に

ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
。

１％クラブ

（注３）BOPビジネス：１４頁脚注（注３）参照
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一
九
八
九
年
に
個
人
会
員
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

１
％（
ワ
ン
パ
ー
セ
ン
ト
）ク
ラ
ブ
は
、
翌
一
九
九

〇
年
、
豊
田
章
一
郎
経
団
連
副
会
長（
当
時
）が

初
代
の
代
表
世
話
人
・
会
長
に
就
任
し
、
法
人
会

員
を
含
む
「
経
団
連
１
％
ク
ラ
ブ
」
と
し
て
正

式
に
発
足
し
た
。
そ
の
目
的
は
、
経
常
利
益
や
可

処
分
所
得
の
一
％
以
上
を
社
会
貢
献
活
動
の
た
め

に
自
主
的
に
支
出
す
る
こ
と
に
努
め
る
企
業
や
個

人
を
支
援
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
社
会
貢
献
活
動

に
取
り
組
む
機
運
を
広
く
国
民
各
層
に
お
い
て
醸

成
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
本
稿
で
は
、
二
〇
周
年

を
迎
え
た
１
％
ク
ラ
ブ
の
活
動
と
今
後
の
展
開

に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

１
％
ク
ラ
ブ
の
活
動
と
は

１
％
ク
ラ
ブ
の
活
動
は
、
大
き
く
三
つ
に
分

類
で
き
る
。

そ
の
第
一
は
、「
社
会
貢
献
活
動
を
行
う
企
業

や
個
人
を
、
会
と
し
て
支
援
す
る
こ
と
」
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
日
本
経
団
連
の
社
会
貢
献

推
進
委
員
会
と
共
同
で
、
毎
年
度
、「
社
会
貢
献

活
動
実
績
調
査
」
を
実
施
し
、
各
社
の
社
会
貢
献

活
動
に
関
す
る
支
出
、
制
度
、
意
識
を
明
ら
か
に

す
る
と
と
も
に
、
活
動
事
例
を
紹
介
し
て
い
る
（
注
１
）。

ま
た
、
定
期
的
に
「
１
％
ク
ラ
ブ
ニ
ュ
ー
ス
」

を
発
行
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
企
業
が
主
催
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
や
催
し
物
の
紹
介
や
、
国
内
外
で

起
き
た
自
然
災
害
の
被
災
地
支
援
に
関
す
る
情
報

提
供
を
行
っ
て
い
る
。
最
近
で
は
、
一
月
に
起
き

た
ハ
イ
チ
地
震
、
二
月
の
チ
リ
中
部
沿
岸
地
震
の

被
災
地
へ
寄
付
を
呼
び
か
け
、
企
業
と
し
て
の
寄

付
に
加
え
、
社
員
募
金
や
店
頭
募
金
と
い
う
か
た

ち
で
協
力
い
た
だ
い
た
。
１
％
ク
ラ
ブ
で
は
、

呼
び
か
け
に
応
じ
て
協
力
い
た
だ
い
た
各
社
か
ら

支
援
状
況
を
報
告
い
た
だ
き
、
取
り
ま
と
め
て
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
る
（
注
２
）。
協
力
い
た
だ
い

た
企
業
や
個
人
の
皆
様
に
は
、
改
め
て
御
礼
申
し

あ
げ
た
い
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
契
機

１
％
ク
ラ
ブ
の
活
動
の
第
二
は
、「
国
民
各
層

に
お
い
て
、
寄
付
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
活
性

化
す
る
機
運
の
醸
成
」
で
あ
る
。

一
九
九
五
年
に
阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
発
生
し

た
際
、
１
％
ク
ラ
ブ
で
は
、
若
原
泰
之
会
長（
当

時
）は
じ
め
関
係
者
が
、
い
ち
早
く
現
場
に
赴
き
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
協
力
し
て
、
被
災
地
の
ニ
ー
ズ
に
か
な

っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
展
開
す
る
た
め
、
調

整
に
当
た
っ
た
。
こ
の
経
験
を
起
点
と
し
て
、
経

団
連
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
関
係
者
と
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が
強
化
さ
れ
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
案
が
一
九
九
六

二
〇
周
年
を
迎
え
た
１
％（
ワ
ン
パ
ー
セ
ン
ト
）
ク
ラ
ブ

（注１）最新の２００８年度調査結果は、本誌２月号６２頁を参照
（注２）http://www.keidanren.or.jp/japanese/profile/1p-club/index.html参照

佐
藤
正
敏

さ
と
う

ま
さ
と
し

日
本
経
団
連
１
％
ク
ラ
ブ
会
長

損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン
社
長
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